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１
　　　　　　　　　　　　国民の危機
　政府は、ここ数年、急速に、中国人、中東アジア人の移民を増加させています。また、
同時に彼らによる事件も増加しています。特に、不法移民であるクルド人による事件が
増加しています。今後、移民が増加すればするほど、彼らによる事件が増加することは
容易に予測されます。現に、彼らによる日本国民の被害は、甚大化しているわけですが、
そのことに対する、政府の対応が追いついていません。
　

　移民による国民の被害にも、大きく分けて、二通りあります。一つは、外国資本によ
る土地及び企業の買収です。それは、国土の環境破壊及び国民の健康被害を引き起こし
ています。たとえば、全国各地に設置されている大規模な太陽光パネルです。北海道の
釧路や九州の阿蘇山山麓には、大規模な太陽光パネルが設置され、環境破壊を引き起こ
しています。さらに、これらの破損や火災は、水質汚染を引き起こし、住民の健康被害
を引き起こしています。また、神社、お寺、メディア企業、などにの買収は、日本文化の
崩壊につながっていきます。これらの買収が、今後ますます増大していくならば、国民
性による日本の治安も危ういものとなっていくことでしょう。
　

　

　

２
　もう一つは、言語、道徳、宗教、法律などの違いによるものです。移民が定住するよ
うになれば、移民の子供たちも増加します。そして、彼らは、日本の学校に通うように
なります。そうなれば、文科省も移民のための教育制度見直しを行う必要が出てきます。
現実には、教育制度改革は、容易なものではないでしょう。教育制度崩壊が予見されま
す。特に、言語と宗教の違いは、教育に大きな影響を及ぼします。日本国民の教育危機
がすぐそこまで迫っています。
　

　現在、移民においては、十分な教育がなされていない現状です。そのことは、子供た
ちの非行と犯罪の増加の要因になっています。不法移民たちは、不法労働を行っていま
す。彼らの無免許および無保険での車両運転による事故は増加しています。我々国民の
被害は、甚大なものですが、これらに対する政府の対応がなされていません。移民が増
加すればするほど、事件は増大し、当然、国民の被害は、ますます、甚大なものになっ
ていきます。
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３
　今まさに、日本国民は危機に直面しています。今後、政府閣僚、官僚、裁判官、検察
官、警察官、彼らたちは、国民を守っていくのでしょうか？ 現在、政府は、世界一の治
験国家を目指しています。薬剤、移民、文化、教育、法律などの治験を行っていくとい
うのでしょうか？ すでに、薬剤治験で多くの命が奪われました。政府は、今後も、この
ような死を招くような治験を行うというのです。私たち日本人は、治験用の動物なので
しょうか？
　

　国民一人一人は、無力です。でも、一人一人も、団結すれば、大きな力となっていきま
す。国民の最大の敵は、いったい、誰なのか？ 薬害被害で亡くなっていった人たちを見
れば自ずと答えは出てくるはずです。我々の命も、生活も、仕事も、教育も、国も、守っ
ていけるのは、私たち日本人です。第二次世界大戦の敗戦国、日本は、国連、米軍の圧
力、さらに、中国資本攻撃との闘争を続けていかなければならない状況に追いやられて
いるのです。
　

　

４
　国民が治験と移民を推進する傀儡政権に対してやれることは、限られています。選挙
やデモによる日本国民の意思表明です。これらの手段で傀儡政権と闘うのですから、傀
儡政権を弱体化させることは、容易なことではありません。しかしながら、闘争を続け
なければ、日本民族は、近い将来、絶滅するでしょう。今、最も大切なことは、社会的地
位を維持すること、財産を増やすこと、政府に従うこと、などではありません。
　

　日本民族を存続させるためには、我々国民の意思をはっきりと政府に訴え、全国的な
デモを起こし、傀儡政権と闘争することです。地位や財産の保身にこだわっても、傀儡
政権の下では、すべてを失うことになってしまいます。日本資本の大企業こそ、大和民
族の闘争をけん引しなければ、いずれ、日本資本は、外国資本に壊滅されてしまうので
す。日本資本企業と日本人労働者が、一致団結して、大和民族の存続のために闘ってま
いりましょう。
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５
　　　　　一休川柳
＊人はみな　お上の指示で　飯を食う
＊人はみな　他人の不幸で　飯を食う
＊大和民　雑巾マスクで　増苦なり
＊信者たち　政府信じて　安楽死
＊罪と罰　国家殺人　無罪なり
　

＊朝昼晩　美味しい毒食べ　薬飲む
＊凡人は　明日を捨てても　今日生きる
＊大和民　事実が見えず　手を合わす
＊上の島　お上のお守り　ありがたや
＊今日も雨　薬剤殺人　傘がない
　

　

６
＊政府病　政府薬で　安楽死
＊お節介　信者に説教　怒られる
＊何時までも　あると思うな　大和国
＊救世主　誰を救って　誰捨てる
＊大和民　勉強好きで　知能なし
　

＊信仰は　死より尊い　信者たち
＊大和民　奴隷の快感　捨てられぬ
＊白衣たち　頭を使わず　薬売り
＊お薬は　百害あって　一安心
＊おじいちゃん　お薬もらって　天国へ
　

　

７
＊お嬢ちゃん　ガンを怖がり　不妊症
＊知能犯　権力使って　毒飲ます
＊幸せや　お上の薬で　安楽死
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＊狂産人　神への冒涜　祟りあり
＊大和民　チョ～お得な　モルモット
　

＊役立たず　ミネラル抜いた　精製塩
＊信者たち　増苦を続けて　病院へ
＊気絶する　もらったお守り　毒だった
＊大和民　現実逃避で　安楽死
＊大和民　天国年金　期待する
　

　

８
＊大和民　お手とおかわり　得意なり
＊白衣たち　 AI判決　恐れてる
＊白衣たち　天国銀行　預金する
＊里沙音色　ピッタリこの詩　この指輪
＊青い鳥　遠くの彼より　傍の友
　

＊マイク手に　里沙の音色で　ちょい一杯
＊宿命か　愛のつぐない　なに残る
＊涙耐え　独りぼっち　星になる
＊令和では　ジジババ幼児の　特攻隊
＊大和民　奴隷であっても　神の民
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